
 

 

様式第二号の八( 第八条の四の五関係)  

( 第１ 面)  

産業廃棄物処理計画書 

令和 5 年 6 月 27 日 

 

神 戸 市 長  殿 

 

 

提出者                   

住 所 東京都港区芝浦3-1-1 田町ｽﾃー ｼｮﾝﾀﾜー N 

氏 名      ｻﾝﾄﾘ 食ー品ｲﾝﾀ ﾅーｼｮﾅﾙ株式会社 

ジャ パン事業本部  本部長 田中 徹 

電話番号          03-6809-5938 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第９ 項の規定に基づき、 産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成し たので、 提出し ます。  

事 業 場 の 名 称 

６ ９ Ｊ ０ ５ ０  １ ０ ５ １  

ｻﾝﾄﾘ 食ー品ｲﾝﾀ ﾅーｼｮﾅﾙ（ 株） 自動販売機指定整備工場 

Ｊ Ｆ Ｅ ラ イフ ( 株)  自販機整備事業部 阪神工場 

事 業 場 の 所 在 地  兵庫県神戸市東灘区魚崎浜町４ ３ －１  

計 画 期 間  令和５ 年４ 月１ 日～令和６ 年３ 月３ １ 日 

当該事業場において現に行っ ている事業に関する事項 

 

①事 業 の 種 類 
９ ０ ２ １  電気機械器具修理業 

( JFEﾗｲﾌ( 株)  自販機整備事業部 阪神工場)  

②事 業 の 規 模 年間売上高 ３ 億５ , ６ ０ ０ 万円 

③従 業 員 数 ２ ４ 名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
 

( 日本工業規格 Ａ 列４ 番)  

廃自販機 事前選別 破砕・圧縮
埋立処分

(管理型処分場)

・

サーマルリサイクル

紙幣識別装置

硬貨選別装置

蛍光灯

ニカド電池

フロン

機能消滅

専門業者
リサイクル

フロン破壊処理施設
破壊

廃プラスチック類
(ｼｭﾚｯﾀﾞｰﾀﾞｽﾄ)

鉄スクラップ

非鉄金属

再資源化

当該事業場 収集・運搬業者 中間処理業者 最終処分業者



 

 

( 第２ 面)  

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（ 管理体制図）  

別紙のと おり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【 前年度（  令和４ 年度） 実績】        

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

排 出 量 別紙のと おり  別紙のと おり  

（ こ れまでに実施し た取組）  

・ 自動販売機の延命による発生の抑制を検討し 、 やむを得ず廃棄に 

なる自動販売機は部品をリ ユースするこ と によっ て、 有効活用を 

図る。  

 

 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類 

排 出 量 別紙のと おり  別紙のと おり  

（ 今後実施する予定の取組）  

 

・ 現状活動を継続する。  

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（ 分別し ている産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）  

・ 破砕処理前の事前選別   

《 対象品目： 蛍光灯・ ニカド 電池・ フ ロン回収》  １ ０ ０ ％実施 

②計画 

（ 今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）  

・ 現状活動を継続する。  

 



 

 

（ 第３ 面）  

自ら 行う 産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【 前年度（ 令和４ 年度） 実績】  

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 再生利用を 行っ た 

産業廃棄物の量 
別紙のと おり  別紙のと おり  

（ こ れまでに実施し た取組）  

 

・ 自ら 産業廃棄物の再生利用を行っ ておら ず、 全て処理委託にて対応 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 再生利用を行う

産業廃棄物の量 
別紙のと おり  別紙のと おり  

（ 今後実施する予定の取組）  

 

・ 自ら 産業廃棄物の再生利用を行っ ておら ず、 全て処理委託にて対応 

 

自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【 前年度（ 令和元年度） 実績】   

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 熱回収を 行っ た

産業廃棄物の量 
別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 中間処理によ り 減量し た 

産業廃棄物の量 
別紙のと おり  別紙のと おり  

（ こ れまでに実施し た取組）  

 

・ 自ら 産業廃棄物の再生利用を行っ ておら ず、 全て処理委託にて対応 

②計画 

【 目標】    

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 熱回収を 行う

産業廃棄物の量 
別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 中間処理によ り 減量する 

産業廃棄物の量 
別紙のと おり  別紙のと おり  

（ 今後実施する予定の取組）  

 

・ 自ら 産業廃棄物の中間処理を行っ ておら ず、 全て処理委託にて対応 

 



 

 

（ 第４ 面）  

自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【 前年度（ 令和４ 年度） 実績】  

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 埋立処分又は 

海洋投入処分を 行っ た 

産業廃棄物の量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

（ こ れまでに実施し た取組）  

 

・ 自ら 産業廃棄物の埋立処分・ 海洋投入処分を行っ ておら ず、 全て 

処理委託にて対応 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

自ら 埋立処分又は 

海洋投入処分を行う  

産業廃棄物の量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

（ 今後実施する予定の取組）  

・ 自ら 産業廃棄物の埋立処分・ 海洋投入処分を行っ ておら ず、 全て 

処理委託にて対応 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【 前年度（ 令和４ 年度） 実績】   

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

全 処 理 委 託 量 別紙のと おり  別紙のと おり  

 

 
別紙のと おり  別紙のと おり  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

認定熱回収業者以外の

熱回収を 行う 業者への

処 理 委 託 量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

（ こ れまでに実施し た取組）  

・ 金属く ず（ 鉄、 非鉄） は製鉄原料、 ガラ スく ず（ 蛍光灯） は 

カ レッ ト 化し 再利用を行う のを前提に、 処理委託業者を選定 

・ 収集運搬委託時には車両単位で手配し 、 満載で排出するよう に 

積載効率を高めた。  

・ 中間処理委託業者を訪問し 、 適正に処理が行われているか 

確認を行っ ている。  

 



 

 

（ 第５ 面）  

 ②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類 別紙のと おり  別紙のと おり  

全 処 理 委 託 量 別紙のと おり  別紙のと おり  

 

 
別紙のと おり  別紙のと おり  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

認定熱回収業者以外の

熱回収を 行う 業者への

処 理 委 託 量 

別紙のと おり  別紙のと おり  

（ 今後実施する予定の取組）  

 

 

 

 ・ 現状活動を継続する。  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（ 第６ 面）  

備考 

１   前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000ト ン以上の事業場ごと に１ 枚作成するこ と 。  

２  当該年度の６ 月30日までに提出するこ と 。  

３  「 当該事業場において現に行っ ている事業に関する事項」 の欄は、以下に従っ て記入するこ と 。 

 ( 1) ①欄には、 日本標準産業分類の区分を記入するこ と 。  

 ( 2) ②欄には、 製造業の場合における製造品出荷額（ 前年度実績）、 建設業の場合における元請完成

工事高（ 前年度実績）、 医療機関の場合における病床数（ 前年度末時点） 等の業種に応じ 事業規

模が分かるよう な前年度の実績を記入するこ と 。  

 ( 3) ④欄には、 当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から 最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（ 当該処理を委託する場合は、 委託の内容を含む。） を記入するこ と 。  

４  「 自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 自ら 中

間処理を行う に際し て熱回収を行っ た場合における熱回収を行っ た産業廃棄物の量と 、 自ら 中間

処理を行う こ と によっ て減量し た量について、 前年度の実績、 目標及び取組を記入するこ と 。  

 ５  「 産業廃棄物の処理の委託に関する事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 全処理委託量

を記入するほか、 その内数と し て、 優良認定処理業者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６ 条の11第２ 号に該当する者） への処理委託量、 処理業者への再生利用委託量、 認定熱回収

施設設置者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３ の３ 第１ 項の認定を受けた者） であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っ ている処理業者

への焼却処理委託量について、 前年度実績、 目標及び取組を記入するこ と 。  

 ６  それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入するこ と ができないと きは、 当該欄に「 別紙のと

おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき 内容を記入し た別紙を添付するこ と 。 また、 産業廃棄物の

種類が３ 以上あると き は、 前年度実績及び目標の欄に「 別紙のと おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入

すべき内容を記入し た別紙を添付するこ と 。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないと きは、

「 ―」 を記入するこ と 。  

７  ※欄は記入し ないこ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第二号の八( 第八条の四の五関係) 　 別紙　

0400
廃酸

1,538.8 t 1.7 t 0.1 t 1.4 t t t t t t t t t t t t t t

1,518.7 t 1.7 t t t t t t t t t t t t t t t t

0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.000 t t t t t t t t t t t t t t

0.0 t 0.0 t t t t t t t t t t t t t t t t

0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t t t t t t t t t t t t t t

0.0 t 0.0 t t t t t t t t t t t t t t t t

産業廃棄物の種類

自ら 熱回収を 行っ
た産業廃棄物の量

自ら 中間処理により 減量し た

産業廃棄物の種類

自ら 中間処理により 減量する

産業廃棄物の量 0.0

自ら 熱回収を 行う
産業廃棄物の量

1200
金属く ず

自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する事項

【 目標】

【 前年度（ 令和4年度） 実績】

②計画

0.0

産業廃棄物の種類①現状

産業廃棄物の種類
自ら 再生利用を行

う
産業廃棄物の量

【 目標】

②計画

1200
金属く ず

2500
水銀使用製

自ら 行う 産業廃棄物の再生利用に関する事項

2500
水銀使用製

産業廃棄物の量 0.0 0.0 tt

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

産業廃棄物の種類

【 目標】

1200
金属く ず

2100
安定型混合廃棄物

2100
安定型混合

②計画

排出量

2500
水銀使用製品産業廃

棄物

【 前年度（ 令和4年度） 実績】

産業廃棄物の種類

1200
金属く ず

2500
水銀使用製品産業廃

棄物

排出量

自ら 再生利用を
行っ た産業廃棄物

の量

【 前年度（ 令和元年度） 実績】

1200
金属く ず

2500
水銀使用製

①現状

t t

2100
安定型混合

0.0 t

2500
水銀使用製

1200
金属く ず

t

t

t

t

tt

t

tt t

t t t tt

0400
廃酸

0400
廃酸

0.0 tt

t t

t

t t

t

t

t

t t

t

t
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1,538.8 t 1.7 t 0.1 t 1.4 t t t t t t t t t t t t t t

1,518.7 t 1.7 t t t t t t t t t t t t t t t t

処理委託量

【 目標】

110.0

0.0t t

0.0 t

t

熱回収を 行う 業者への

0.0

0.0 t

処理委託量

認定熱回収業者以外の

t

1200
金属く ず

②計画

産業廃棄物の種類

全処理委託量

再生利用業者へ

優良認定処理業者への

処理委託量

処理委託量
認定熱回収業者への

処理委託量

2500
水銀使用製

0.0

t

t

1200
金属く ず

2500
水銀使用製

0.0

t1.7

1.71,538.8

処理委託量

優良認定処理業者への

処理委託量

t

0.0

t

t

t

認定熱回収業者以外の

t1,518.7 1.7

t 1.7

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を行
産業廃棄物の量 0.0

1200
金属く ず

0.0

1200
金属く ず

2500
水銀使用製

認定熱回収業者への

0.0

112.8

t

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を行っ た

産業廃棄物の量

2500
水銀使用製

産業廃棄物の種類

t

①現状

②計画

t

熱回収を 行う 業者への

産業廃棄物の種類

全処理委託量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

0.0

①現状

t

0.0t t t

2100
安定型混合

0.0t

自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

0.1 t

2100
安定型混合

0.1 t

t

t

t

t

産業廃棄物の種類

【 前年度（ 令和4年度） 実績】

【 目標】

【 前年度（ 令和4年度） 実績】

再生利用業者へ
処理委託量

0400
廃酸

0.0 t

0.0
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t
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